
１
１
月
１
日
時
点
で
、
全
県
で

教
員
未
配
置
は
小
中
学
校
だ
け
で

も
８
９
件
に
の
ぼ
り
、
４
カ
月
を

超
え
て
未
配
置
と
な
っ
て
い
る
学

校
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か

ら
み
れ
ば
、
教
室
に
先
生
が
い
な

い
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。

教
員
が
未
配
置
の
学
校
で
は
、

そ
れ
を
校
内
で
補
う
た
め
に
他
の

教
員
の
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
ま

す
。あ

る
小
学
校
で
は
、
９
月
か
ら

看
護
休
暇
に
入
っ
た
教
員
の
代
わ

り
が
い
ま
だ
に
配
置
さ
れ
て
お
ら

ず
、
教
務
が
学
級
担
任
を
兼
務
し

て
い
ま
す
。

ま
た
１
０
月
に
は
担
任
を
持
っ

た
講
師
が
退
職
し
ま
し
た
が
、
や

は
り
代
わ
り
の
教
員
配

置
は
な
く
、
教
頭
が
学

級
担
任
を
兼
ね
て
い
ま

す
。こ

の
学
校
で
は
校
長

自
ら
、
知
り
合
い
に
講

師
依
頼
を
し
た
り
、
職

員
会
議
で
講
師
紹
介
の

お
願
い
を
す
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
よ
う

と
必
死
の
努
力
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

教
員
が
長
期
休
暇
を
取
っ
た
と

き
に
代
替
教
員
を
配
置
す
る
の
は

県
教
育
委
員
会
の
責
任
で
す
。
そ

れ
を
県
教
委
は
放
置
し
、
現
状
を

調
べ
る
こ
と
さ
え
や
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

出
産
休
暇
や
育
児
休
暇
に
入
っ

た
教
員
の
未
配
置
が
小
中
学
校
合

わ
せ
て
１
２
件
に
上
っ
て
い
ま
す

が
、
妊
娠
が
わ
か
れ
ば
、
い
つ
ご

ろ
産
休
に
な
る
の
か
事
前
に
判
断

で
き
る
は
ず
で
す
。
休
暇
ま
で
に

数
か
月
間
あ
り
ま
す
か
ら
、
代
替

教
員
を
確
保
す
る
こ
と
は
十
分
可

能
な
は
ず
で
す
。

そ
の
手
立
て
を
十
分
取
ら
ず
現

場
に
苦
労
を
押
し
付
け
て
い
る
の

は
、
県
教
委
の
怠
慢
以
外
の
何
物

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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11
・
28
▼
前
原
東
地
域
で

天
皇
制
の
学
習
会

11
・
29
▼
県
議
団
会
議

11
・
30
▼
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
へ
署
名
提
出
集
会

12
・
１
▼
議
会
運
営
委
員

会
／
県
議
会
本
会
議
出
席

12
・
２
▼
県
議
会
本
会
議

／
教
職
員
と
の
懇
談
会

12
・
３
▼
日
本
共
産
党
中

央
委
員
会
議
員
相
談
室
の

三
番
瀬
見
学
で
報
告

12
・
４
▼
県
政
の
懇
談
会

12
・
５
～
８
▼
本
会
議

12
・
６
▼
県
議
会
議
員
定

数
検
討
委
員
会
に
出
席
／

日
韓
友
好
議
員
連
盟
の
意

見
交
換
会
出
席
／
生
活
と

健
康
を
守
る
会
世
話
人
会

12
・
８
▼
議
会
運
営
委
員

会
に
出
席

12
・
９
▼
船
橋
国
保
を
良

く
す
る
会
の
会
議

12
・
10
▼
憲
法
と
子
育
て

教
育
を
考
え
る
つ
ど
い
に

参
加
／
三
番
瀬
命
を
つ
な

ぐ
集
い
に
参
加

12
・
11
▼
市
進
学
院
争
議

団
勝
利
報
告
会
に
参
加

関
根
和
子
市
議
と
小
室
地

域
で
報
告
会
／
建
設
労
働

者
と
懇
談

出
産
や
病
気
で
休
ん
で
い
る
教
員
の
代
わ
り
が
配
置
さ
れ
な

い
―
―
そ
ん
な
状
態
が
千
葉
県
内
で
１
０
０
人
に
も
達
し
、
常

態
化
し
て
い
ま
す
。
学
校
内
の
努
力
で
カ
バ
ー
せ
ざ
る
を
得
な

い
な
ど
、
教
員
と
子
ど
も
た
ち
に
し
わ
寄
せ
さ
れ
て
い
る
事
態

は
一
刻
も
早
く
解
決
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

４
か
月
を
超
え
て

未
配
置
の
学
校
も

厚
生
労
働
省
が
１
１
月
３
０

日
、
医
療
保
険
制
度
の
見
直
し
案

を
公
表
。
医
療
費
の
自
己
負
担
に

上
限
を
設
け
て
い
る
「
高
額
療

養
費
制
度
」
の
見
直
し
で
は
、
７

０
歳
以
上
の
負
担
上
限
額
を
現
役

世
代
と
同
水
準
に
引
き
上
げ
、
高

齢
者
は
受
診
が
多
い
た
め
制
限
を

設
け
て
い
る
外
来
の
負
担
特
例
も

廃
止
し
、
２
０
１
８
年
８
月
ま
で

に
段
階
的
に
引
き
上
げ
ま
す
。

医
療
費
が
月
額
１
０
０
万
円
か

か
っ
た
場
合
、
年
収
３
７
０
万
円

未
満
の
負
担
上
限
額
（
月
額
）

は
、
外
来
が
現
行
１
万
２
０
０
０

円
か
ら
５
万
７
６
０
０
円
に
、
入

院
も
現
在
の
４
万
４
４
０
０
円
か

ら
５
万
７
６
０
０
円
に
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
ま
す
。

年
収
３
７
０
万
円
以
上
の

「
現
役
並
み
所
得
」
と
さ
れ
る
人

は
、
年
収
に
応
じ
て
新
た
に
三
つ

の
区
分
を
設
定
。
外
来
は
４
万
４

４
０
０
円
か
ら
最
大
２
５
万
４
０

０
０
円
に
、
入
院
も
８
万
７
０
０

０
円
か
ら
最
大
２
５
万
４
０
０
０

円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ま
す
。

住
民
税
非
課
税
の
人
に
つ
い
て

も
、
外
来
の
負
担
上
限
を
現
行
の

８
０
０
０
円
か
ら
所
得
に
応
じ
て

１
万
～
１
万
５
０
０
０
円
に
引
き

上
げ
る
案
を
示
し
て
い
ま
す
。

見
直
し
対
象
者
は
約
１
４
０
０

万
人
。
非
課
税
世
帯
の
外
来
見
直

し
を
加
え
る
と
２
２
２
０
万
人
に

影
響
が
及
び
ま
す
。

厚
労
省
は
「
世
代
間
の
公

平
」
と
言
い
ま
す
が
、
高
齢
者
は

収
入
が
少
な
く
、
医
療
費
支
出
は

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
ほ

ど
傷
病
数
も
通
院
率
も
高
く
、
７

５
歳
以
上
で
は
外
来
受
診
者
の
５

割
が
毎
月
受
診
し
て
い
ま
す
。
１

カ
月
以
上
の
入
院
も
７
５
歳
以
上

が
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

現
役
世
代
で
も
負
担
上
限
額
は

重
い
の
に
、
そ
れ
と
同
じ
負
担
を

強
い
れ
ば
、
い
っ
そ
う
の
受
診
抑

制
を
引
き
起
こ
し
て
重
症
化
が
進

み
、
か
え
っ
て
医
療
費
を
増
や
す

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

教
務
や
教
頭
が
長
期

に
担
任
を
兼
務

産
休
や
育
休
は
事
前

に
把
握
で
き
る
は
ず

現
在
４
万
円
が

最
大
２
５
万
円
に
も

見
直
し
の
影
響
を
受

け
る
の
は
２
千
万
人


